
計画地

①

②

③

地区面積 構造

名称 施行区域面積

区分 名称 幅員 延長 面積

補助線街路
第１３５号線

１７ｍ 約３００ｍ －

１５ｍ 約１２０ｍ －

練馬区道
大泉第１号線

７～１７ｍ 約１２０ｍ －

練馬区道
大泉第２号線

０～２７ｍ 約６０ｍ －

街区 建ぺい率 容積率
建築物の

高さの限度
壁面の

位置の限度

1 約７０％ 約６００％ ５０ｍ

2 約８０％ 約６００％ １１０ｍ，４０ｍ

街区 建築面積

1 約１，２７０㎡

2 約４，４４０㎡

街区 建築敷地面積

1 約１，８６０㎡

2 約５，５５０㎡

都市計画決定

（おおいずみがくえんえきまえ）

ＮＯ．６９　大泉学園駅前地区（機構施行）

１　計画の概要

練馬区東大泉１・４・５・６丁目の各一部

計画の概要

地区周辺の豊かな緑と古くからの良好な郊外イメージを背景に、土地の高度利用を図りつ
つ、区西部地域の交通・商業・文化・都市居住拠点を形成する。

区最大の鉄道乗降客数とバス交通により区西部地域の交通拠点を既に形成しているが、今
後、交通拠点にふさわしい機能を確保していくとともに、居住者の豊かな文化・経済力に対応
した生活拠点を「学園」ネームイメージを活かしながら形成する。

都市計画道路補助線街路第１３５号線（鉄道交差部アンダーパス構造）及び区画街路、駅前
広場等を整備し、街の基盤を整える。

約２．１ha
鉄骨鉄筋コンクリート造、

鉄筋コンクリート造

階数
１街区：地上１０階／地下２階

高さ
１街区：約４８ｍ

２街区：地上２７階／地下２階 ２街区：約９８ｍ

２　都市計画の内容

大泉学園駅前地区
第一種市街地再開発事業

約２．１ha

公共施設の
配置及び規模

備考

道
路

都市計画道路の新設及
び歩道橋を設置

練馬区画街路
第６号線

都市計画道路の新設
 一部既存道路の拡幅練馬区東大泉五丁目及び六丁目地区内約５，３００㎡の

交通広場を設ける。（嵩上式広場約１，４００㎡を含む）

鉄道沿いに歩行者用斜
路と鉄道下に地下道を
設ける。及び、歩道橋を
設置。

新設道路

建築物の整備

主要用途

２ｍ

店舗、業務、公益施設、
駐車場、駐輪場

住宅、店舗、駐車場、
駐輪場

延べ面積（容積対象） 住宅建設の目標

約１３，１３０㎡（約１１，１５０㎡）
約１５０戸 約１７，４５０㎡

約４１，６１０㎡（約３３，２９０㎡）

建築敷地の
整備

整　　　　備　　　　計　　　　画 備　　　　　考

建築敷地境界より建物を後退さ
せ、道路と一体化した歩行者空間
を確保する。

駐車場の台数約　３０台

駐車場の台数約２１０台

平成２年１２月６日　東京都告示第１３３２号



地　区　名
容積率の
最高限度

建ぺい率の
最高限度

容積率の
最低限度

建築面積の
最低限度

壁面の
位置の限度

練馬区東大泉
一・四・五・六丁
目各地内

６００％ ８０％ ２００％ ２００㎡ ２ｍ

都市計画決定

事業計画認可

事業計画変更

年　　月　　日

平成２年１２月６日

平成７年１２月１３日

平成９年３月２２日

平成１１年１１月１０日

平成１１年１１月１５日

平成１３年１１月２２日

平成１４年１１月１８日

３　高度利用地区

面　　積

約２．１ha

平成２年１２月６日　練馬区告示第８６６号

４　事業計画の概要

敷地面積
1街区：約　１，８６０㎡

建ぺい率
１街区：約　６５％

2街区：約　５，５５０㎡ ２街区：約　８９％

延べ面積
1街区：約１３，１４０㎡

容積率
１街区：約５６９％

2街区：約４２，０６０㎡ ２街区：約５５０％

用途
１街区

業務、店舗、区民施設、
住宅戸数 約１９３戸

区民ホール、駐車場、駐輪場

２街区
住宅、店舗、業務、

駐車場 約２８０台
駐車場、駐輪場

平成７年１２月１３日
総事業費 約６９２億円

平成１１年１１月１０日

５　経　緯

内　　　　　　　　　　　　　　　容

都市計画決定

事業計画認可

権利変換期日

事業計画変更認可

工事着工

建築工事完了公告（第１街区）

建築工事完了公告（第２街区）

６　位置図



７　区域図

８　完成写真


